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　中央大学教授　広岡守穂氏はご自身や身の
回りの体験を通しての具体的でわかりやすい、し
かも含蓄のある話をされました。その中で印象に
残った2つのお話をあげてみます。 

　現在の日本では、「仕事」が中心で「私生活」
は二の次になりがちですが、会社や社会がより
良い発展をするためには、左記４項目について
皆が共通の認識を持ってワーク・ライフ・バランス
を定着させていくことが必要だと思われます。 
　企業には社員の仕事と私生活が共存できる
ようサポートすることが求められ、社員は自分を
含め家族の健康管理、自己啓発、社会貢献等
仕事以外の面についても努力しなければいけ
ないのではないのでしょうか。 
　働く女性にとっても家事・育児の両立支援や
育児休業制度を打ち出すだけではなく、男性も
女性もそして何より企業がこのことについても
変革しなければならないのではないでしょうか。 

　あまり難しく考えないで、働く意味、また、生きる意味を考えながら、自分で納得できる「ベターラ
イフ」「ベターワーク」の両方を充実できるよう相手への思いやりの気持ちも持ち、自分を変革（チ
ェンジ）していかなければならないと思います。 

　ずらりと並ぶ丸いテーブル、白のクロス、キャンドルとオレンジジ
ュースのポット、まるで結婚式場だ。僕たちはしずしずと会場に入った。 
　自ら“森本おじさん”と称する国立天文台名誉教授といういかめしい肩書きでありながら、とて
も気さくなおじさんが、ズック姿でテーブルからテーブルへと移り、まるでかっこいいアゲハ蝶のよう
に歩き回られる。万有引力の話、ブラックホールの話、これからの宇宙の課題など話は尽きない。
科学が苦手な僕もいつの間にか夢中で話を聞いていた。 

　つぎつぎとパネリストの話があり、僕たちの片山学園の理事長 
片山浄見氏が、何事にも疑問や興味をもった少年時代のことを話
され、疑問と興味は夢の実現への源であると信念を述べられた。 
　サイエンスプロデューサーの杉木優子さんがふだん行っておられ
る実験のひとつをみんなに披露してくれた。それは風船による静電
気の伝導で、参加者全員が手をつないで、びくびくしながら待った。
いっせいに身体に静電気が伝わり、“わぁ！”っと声があがる。 
　“宇宙はひとつ、みんなの心もひとつ。みんな輪になって手をつ
なごう。”僕はこの思いを強くした一日だった。 



長女：「最近のお父さんはどう？」 

母　：「お父さん、ご飯作ってくれるんだけど…エプロン姿のまま家の周り
　　　をうろうろするから恥ずかしくて(^_^;)。」 

次女：「でも、お父さんがこんな風に変わったのは、お母さんが資格取得
　　　とかやりたいことをきちんとお父さんに話してからじゃない。」 


